
      

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
人
口
減
少
、
世
帯
数
増
加
、
核
家

族
化
時
代
の
到
来
で
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
思
い
起
す
の
は
私
た
ち
親

の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
兄
弟
は
多
く
、

親
、
子
、
孫
、
三
世
代
交
流
大
家
族

で
あ
り
ま
す
。
貧
し
い
中
に
も
家
族

愛
、
兄
弟
愛
、
地
域
愛
の
ぬ
く
も
り

の
社
会
で
あ
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
温

故
知
新
、
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を

知
る
文
化
立
市
宣
言
さ
の
、
で
あ
り

ま
す
。
新
し
き
生
活
文
化
へ
の
挑
戦

元
年
の
年
と
し
て
こ
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
心
新
た
に
し
て
歩
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
佐
野
市
の
産
業
振
興
に
対
し
て
建

設
的
な
提
言
、
提
案
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
中
山
間
地
域
の
産
業
で

あ
り
ま
す
農
林
業
の
振
興
に
向
け
て

新
た
な
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
の

豊
か
な
自
然
と
食
文
化
、
伝
統
文
化

を
最
大
限
に
活
用
し
、
佐
野
市
の
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
国
、
県
、
市
と
連

携
を
取
り
、
減
災
対
策
に
取
り
組
み
、

危
険
箇
所
の
早
期
な
改
善
を
行
い
、

今
以
上
に
行
政
と
一
体
に
な
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
庁
舎
建
設
を
は
じ
め
、
各
行
政
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
消
防
庁
舎
及
び
関

連
施
設
の
整
備
等
、
ま
た
、
市
内
初

の
義
務
教
育
学
校
新
設
や
保
育
所
等

の
教
育
関
連
施
設
整
備
計
画
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
施
設
の
利
活
用

は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
維
持
管
理

費
等
の
経
費
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
適
正
管
理
で
市
民
に
活
か
さ
れ

た
施
設
運
営
を
実
施
し
ま
す
。
本
年

の
指
針
は
、
将
来
の
佐
野
市
を
担
う

子
供
達
へ
の
財
政
の
投
資
を
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
市
政
運
営

に
効
果
と
結
果
の
で
る
議
員
活
動
を

す
す
め
ま
す
。 
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